
　
世
田
谷
区
の
65
歳
以
上
の
人
口

は
、
19
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
戦

後
生
ま
れ
の
〝
団
塊
の
世
代
〞
が

75
歳
以
上
と
な
り
、
介
護
を
必
要

と
す
る
介
護
認
定
者
が
一
層
増
え

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

区
内
に
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
29
か
所
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
宅
で
暮
ら
し
な
が
ら
通
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
自
宅
に
介
護

ヘ
ル
パ
ー
が
赴
く
訪
問
介
護
、
そ

の
他
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
介
護
事
業
所
が
区
内
に
約
千
か

所
あ
り
ま
す
。

　
生
命
を
支
え
、
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
介
護
の
仕
事
で
す
が
、

深
刻
な
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
ま

す
。
区
で
も
資
格
取
得
の
支
援
や

働
く
人
の
住
宅
支
援
等
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
労
働
条
件
の
改
善

を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
厳

し
い
状
況
で
す
。
一
方
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
等
か
ら
来
日

し
て
施
設
等
で
働
く
方
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
区
内
の
介
護
事
業
所

で
働
き
始
め
た
方
等
を
対
象
に
各

種
研
修
を
実
施
し
、
初
任
者
研
修

課
程
の
受
講
費
用
も
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
介
護
の
仕
事
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。高
齢
者
が
増
え
、

４
万
人
の
方
が
介
護
認
定
を
受
け

て
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
状
況
を

改
善
す
る
た
め
、
区
と
し
て
も
よ

り
幅
広
い
人
材
に
現
場
を
支
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

世田谷区長

保坂展
のぶ

人
と
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区のおしらせ

　福祉の現場は、サポート器具や IT 機器を取り入れ
ながら、負担の少ない仕事へと変化しています。変
わらないのは、心の交流・あたたかさのある職場だ
ということ。これからもずっと必要とされる仕事が
今、あなたの力を必要としています。

タブレットを活用し、効率的な健康管理や
コミュニケーション力の向上に役立てています。

福祉のしごとをめざす方に、こんな制度があります
● 初任者研修課程等受講費用の最大90％を助成
● 福祉のしごと　入門講座／相談・面接会（年７回実施）
● 訪問看護の就労支援講座、職場体験

働きはじめてからも支えます
● スキルアップのためのメニュー豊富な研修
● 福祉のしごと悩み相談

はじめよう福祉のしごと

特別養護老人ホーム 芦花ホーム　食堂での午後のコミュニケーションタイム

新たに福祉のしごとをはじめたい方、研修
については、下記へお問い合わせください。
問世田谷区福祉人材育成・研修センター
☎6379-4280 FAX6379-4281

問高齢福祉課　☎5432-2397 FAX5432-3085

介護人材支援策について詳しくは、
区HP 2391 をご覧ください ▼

訪問介護・訪問看護

特別養護老人ホーム

住み慣れたご自宅
で安心して暮らせる
よう、在宅生活を
サポートします。

あんしんすこやかセンター
（地域包括支援センター）

区民にとって一番身近な窓口として、健康・医療・
福祉に関する様々な相談を受けています。

最後まで自分らしい生活を送れるよう、
整った環境の中で支援します。

マスコットキャラクター
あんすこ君

松原あんしんすこやかセンター
　　 相談員（保健師）

フロアリーダー（介護福祉士）

 烏山ホームヘルプサービス
訪問介護員（介護福祉士）

介護職員（介護福祉士）介護職員

マスコットキャラクター
あんすこ君


